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流山市地域包括支援センター実績報告
（Ｈ２６．４～Ｈ２７．３月）

1． 介護予防プラン作成状況（要支援者・延件数）　　（表１－１）
　　　　　　　　　　（介護予防支援計画表を作成した延件数）　　　
	地域包括支援センター
	委託件数
	包括作成件数
	計

	北　　　部
	２２９
	２０５（47.2%）
	４３４

	中　　　部
	２４７
	６３（20.3%）
	３１０

	東　　　部
	９７
	３３４（77.5%）
	４３１

	南　　　部
	１８０
	１２９（41.7%）
	３０９

	計
	７５３
	７３１（49.3%）
	１，４８４


※介護予防プラン作成状況は、表１－１のとおりである。
プラン作成件数は年々増加している。
介護予防ケアマネジメントの一部委託状況は、下表（表１－２）のとおりである。これまでに承認している事業者は９１件であり、平成２６年度新たに承認した事業者は１７件である。


＊介護予防プラン作成委託状況　（表１－２）
	地域包括支援センター
	委託事業所数

	委託作成件数
実数

	北　部
	２４
	１７３

	中　部
	２９
	１５６

	東　部
	１８
	５７

	南　部
	１６
	１２４

	計
	　　８７
	５１０


（委託事業者重複あり）





２．要支援者の対象介護予防サービスプラン（重複対象者あり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（表２）
	地域包括支
援センター
	運動機能向上
	栄養　改善
	口腔機能向上
	物忘れ　　予　防
	うつ　予防
	閉じこもり予防
	計

	北　　部
	１９０
	８
	３１
	５９
	５６
	８０
	４２４

	中　　部
	２７９
	１６
	５８
	７３
	９３
	５７
	５７６

	東　　部
	３１５
	１９
	４６
	６５
	４７
	１５９
	６５１

	南　　部
	２６１
	７
	４７
	３４
	７０
	４６
	４６５

	計
	１，０４５
	５０
	１８２
	２３１
	２６６
	３４２
	２、１１６


· アセスメントの結果、介護予防サービスが必要とされた者の状況は、表２のとおりであり、運動機能向上が49.4％と最も多く、次いで閉じこもり予防が16.2％、うつ予防が12.6％、物忘れ予防が10.9％となっている。



３．要支援者の福祉サービス利用状況（重複利用者あり）（表３）
	地域包括支援　センター
	住宅改造
	外出支援
	生活用具
	その他
	計
	インフォーマルのみ

	北　部
	０
	０
	０
	０
	０
	１

	中　部
	４
	０
	１
	７
	１２
	０

	東　部
	０
	０
	０
	０
	０
	３

	南　部
	２
	１
	０
	３
	６
	０

	計
	６
	１
	１
	１０
	１８
	４


· 要支援者の一般福祉サービスの利用状況は、表３のとおりである。「生活用具」とは、緊急通報装置、電磁調理器、火災警報器などがある。
· 「その他」とは、訪問理美容サービス、寝具乾燥サービスがある。






4． 実態把握調査実施状況（実数）　　　　　　　　　　（表４）
	地域包括支援
センター
	要支援
	非該当
	二次予防事業対象　者
	本人・家族からの相談
	民生委員からの
相談
	ケアマネからの相談
	その他
	計

	北　部
	２７０
	１
	３２
	４９
	１３
	５
	３０
	４００

	中　部
	１７４
	４
	１８
	６８
	１２
	９
	１６
	３０１

	東　部
	３５２
	５
	５８
	１３８
	１４
	２１
	２５
	６１３

	南　部
	３４９
	２９
	１７
	７７
	２５
	２４
	５７
	５７８

	計
	１、１４５
	３９
	１２５
	３３２
	６４
	５９
	１２８
	１、８９２


· 「要支援（要支援１・２）」及び「非該当」とは、介護認定の結果、介護支援課から地域包括支援センターに依頼したものである。
　（表４における実態把握調査は、訪問調査を表す。）
· 本人・家族、民生委員等からの相談があった場合の実態把握は、地域包括支援センターが必要と判断したものを対象とした。
· 「その他」：近隣住民や医療機関等関係機関からの依頼（相談）により、調査を行ったもの。

５．「食」アセスメント実施状況（延件数）　　　　　　　　（表５）
	地域包括支援センター
	６５～６９歳
	７０～７４歳
	７５～７９歳
	８０～８４歳
	８５歳以上
	計

	北　部
	０
	３
	６
	７
	１１
	２７

	中　部
	４
	４
	３
	８
	６
	２５

	東　部
	０
	１
	５
	１３
	８
	２７

	南　部
	１
	５
	５
	５
	７
	２３

	計
	５
	１３
	１９
	３３
	３２
	１０２


※給食サービス利用にあたり、申請者に対し、実態把握調査と併せて「食」アセスメントを実施している。







６．相談実績
（１）台帳登録者数（初めて包括に相談した実件数）　　（表６）
	地域包括支援センター
	65才
未満
	65～
69歳
	70～
74歳
	75～79歳
	80～84歳
	85歳以上
	不明
	計
	１ヶ月平均登録者数

	北　部
	２４
	３５
	５５
	７７
	９２
	９２
	１３
	３８８
	32.3

	中　部
	１８
	２４
	３４
	４２
	４４
	３８
	８
	２０８
	17.3

	東　部
	６
	２５
	４２
	６７
	７６
	６７
	９
	２９２
	24.3

	南　部
	１０
	３２
	３８
	６２
	５９
	７９
	１
	２８１
	23.4

	計
	５８
	116
	169
	248
	271
	276
	31
	1,169
	



（２）相談形態（延件数）　　　　　　　　　　　　　　（表７）　　　
	地域包括支援センター
	電　話
	来　所
	訪　問
	その他
	計

	北　部
	２,４１９
	１,２１９
	１,５７１
	３
	５,２１２

	中　部
	５,７３９
	６７５
	１,７５５
	３２３
	８,４９２

	東　部
	３,４２２
	５０９
	１,４３５
	０
	５,３６６

	南　部
	３,５９６
	７０８
	７９４
	０
	５,０９８

	計
	１５，１７６
	３,１１１
	５,５５５
	３２６
	２４，１６８


※台帳登録者数及び相談延件数は表６、表７のとおりである。
　新規の台帳登録者は毎年1,100件程度で推移している。
※相談形態（表７）は、例年度同様、電話が62.8％と多い。相談形態のその他については、ＦＡＸや文書による相談、デイサービスに行った際等に受けた相談である。












（３）相談者（延件数）　　　　　　　　　　　　　　　（表８）
	地域包括支援センター
	本人
	家族
	知人
	相談
協力員
	関係
機関
	ケア
マネ
	その他
	計

	北　部
	2,390
	1,168
	77
	109
	765
	702
	1
	5,212

	中　部
	2,405
	1,403
	36
	155
	2,769
	1,724
	0
	8,492

	東　部
	2,411
	1,430
	４
	80
	1,244
	197
	0
	5,366

	南　部
	1,392
	1,060
	34
	223
	1,563
	826
	0
	5,098

	計
	8,598
	5,061
	151
	567
	6,341
	3,449
	1
	24,168


· 相談者の内訳（割合）をみると、例年同様、本人、家族、関係機関からの相談が多い。
· 各包括支援センターの相談件数に対する相談者の割合をみると、ケアマネからの相談は、中部が２０．３％と最も多く、北部が１３．５％と続いている。
· 相談協力員には、民生委員などが含まれる。その他の相談者としては、近隣やマンションの管理事務所、匿名等である。

（4） 相談内容（延件数）　　　　　　　　　　　　　（表９－１）
	地域包括支援センター
	介護日常生活
	サービ　ス利用
	医療
	所得家庭生活
	その他
	苦情
相談
	予防プラン作成に関するもの
	計

	北　部
	939
	3,173
	237
	165
	0
	29
	561
	5,104

	中　部
	2,829
	2,876
	306
	103
	54
	15
	1,720
	7,903

	東　部
	1,435
	1,411
	354
	29
	７
	１
	1,943
	5,180

	南　部
	1,665
	980
	369
	248
	0
	９
	1,514
	4,785

	計
	6,868
	8,440
	1,266
	545
	61
	54
	5,738
	22,972


· 予防プラン作成に関する相談を除くと、サービス利用に関する相談や介護日常生活に関する相談が圧倒的に多く、併せると７割近くを占めている。



	地域包括支援センター
	虐待・権利擁護
	成年後見制度

	北　部
	７２
	３６

	中　部
	３１７
	２７２

	東　部
	１２６
	６０

	南　部
	５８
	２５５

	計
	５７３
	６２３


虐待・権利擁護及び成年後見制度に関する
相談件数（延べ件数）　　　　　（表９－２）
　　　　








※虐待・権利擁護に関する相談や成年後見制度に関する相談は、
表（９－２）のとおりであり、高齢者虐待は横ばいだが、成年後見制度については、２５年前と比較し１．５倍も増加している。
７．その他の活動
　　介護予防のための知識の普及啓発や地域ネットワークづくりなどのために、次のような活動を実施してきた。
1 介護予防のための知識の普及啓発等活動
	
	地域包括支援センター
	計

	
	北部
	中部
	東部
	南部
	

	実施回数(回)
	３３
	７２
	２２
	112
	239

	参加者数(人)
	894
	1,317
	804
	2,559
	5,574

	１回平均　参加者数
(人)
	27.1
	18.3
	36.5
	22.8
	23.3


　介護予防教室として実施するほか、地区社協や自治会等の実施する活
動に積極的に参加し、介護予防や成年後見制度の普及啓発に努めている。
中部・南部・北部地域包括支援センターでは、二次予防事業参加者へ
のフォローアップ講座を実施した。



2 認知症サポーター養成講座　　
	
	地域包括支援センター
	計

	
	北部
	中部
	東部
	南部
	

	実施回数
	１２
	１８
	６
	１６
	５２

	参加者数
	３０５
	６４５
	１４５
	４３５
	１５３０


　　　包括職員は、県が実施するキャラバンメイト研修（サポート養成講座講師を行うための研修）を受講し、各地域で認知症に対する理解を深める活動をしている。
　　　南部包括支援センターでは、認知症サポーターフォローアップ講座（２回・５８人）を実施した。
　　　２６年度末の流山市の認知症サポーター総数は５，５７０　　　　名となっている。
3 認知症を抱える家族等の会（各包括実施分）
	
	地域包括支援センター
	計

	
	北部
	中部
	東部
	南部
	

	実施回数
	６
	６
	６
	６
	２４

	参加者数
	６１
	３８
	３９
	８５
	２２３


　　　認知症の方を抱える家族や支援者を対象に、包括の活動として各地域で実施している。
④介護支援専門員支援活動実績
	
	地域包括支援センター
	計

	
	北部
	中部
	東部
	南部
	

	実施回数
	５
	９
	６
	９
	２９

	参加者数
	２０１
	２７８
	８８
	２６６
	８３３


　　地域内の居宅支援事業所に所属する介護支援専門員支援として情報交換や事例検討等を実施している。（一部地域連絡会との合同開催あり、参加者数の重複あり）
　　　⑤地域ケア会議開催状況
	
	地域包括支援センター
	計

	
	北部
	中部
	東部
	南部
	

	開催回数
	２
	５
	２
	２
	１１

	参加者数
	２０
	１７８
	１１
	５
	２１４

	構成員
	民生委員・地区社協会長・保健センター・介護支援課・地域包括職員・その他関係機関


　　　⑥地域連絡会議等開催状況
	
	地域包括支援センター
	計

	
	北部
	中部
	東部
	南部
	

	開催回数
	４
	１１
	６
	６
	２７

	参加者数
	５３
	４４
	８４
	９５
	２７６

	構成員
	民生委員・地区社協会長・保健センター・介護支援課・地域包括職員・その他関係機関
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